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鞠特集看護部と図書館員とのかかが」

国立京都病院看護部の図書館活動

Ｉ．はじめに

国立京都病院は国の政策医療に則り、内分

泌・代謝の準ナショナルセンター、成育医療の

基幹医療施設、癌・循環器、腎・感覚器などの

専門医療施設として、また、エイズ、国際医療

協力分野の医療を主に行っていく。そのために

政策医療分野の看護教育、卒後教育・看護研究

活動を支援できるように、図書の充実や整備、

その利用を図る目的で図書館活動を行ってい

る。そこでここでは、国立京都病院の看護部図

書室について、当院の看護部図書委員会の活動

を中心に紹介したい。

Ⅱ。看護部図書委員会

国立京都病院には看護部が管理する図書室が

ある。病院の図書室の一角を看護部の図書室と

して使用し、lOO6冊の図書と看護雑誌の管理を

し、各看護単位で保管している図書の管理も行

っている。このような図書室を看護部が持って

いるところは少ないだろう。

看護部委員会には、教育委貝会・記録委員

会・業務委員会・図書委員会などがある。図書

委員会の委員長と副委員長は看護婦長が努め、

各看護単位から各々１名ずつ委員がでて１６名

で活動をしている。

委員会は毎月１回（第３木曜日１６：００～１７：

00）開催し、図書整理グループ・看護研究支援

グループ・広報活動グループの３グループに分

かれて活動している。量重な１時間を有効に使
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用し、楽しく話し合いや作業をしている。その

様子は静かな図替室にはふさわしくなく、机い

つぱいに本をならべて整理したり、コンピュー

タに向かい盗料作りをしたりと、活気ある委員

会を行っている。（閃１）
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１．図普整理グループ

図書整理グループは、図書室の図普管理や政

策医療分野別の希望図番の購入、図普目録の整

備、看護雑誌の製本等を行っている。今年の６

月の委員会では、各宥護単位の協力を得て約４

時間かけ図普室の大掃除と図普の整理を行っ

た。白衣から運動着に蒲替え長年にわたって積

もった族を取り、廃棄手続きをとる図,ｌｆを分別

した。

２．濡護研究支援グループ

看護研究支援グループは、昨年度作成したス

ライド作成のマニュアルと、ｉMacによる文献

検索手順のマニュアルをファイルに入れて各看
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護単位に配布し、誰でも手軽に使用できるよう

にした。４月当初はコンピュータの使用方法も

未熟な委員もいたが、自らスライド作成を実際

に行って確かめ、使用方法を指導できるように

なっている。また、ｉMacによる文献検索以外に

文献検索方法はないかと研修に参加して勉強

し、看護研究支援ができるように努めている。

現在は、CD-ROMを使用した文献検索手順の作

成などを行い、看護部の誰もが看護研究におけ

る文献検索をスムーズにおこなえるよう支援活

動を行っている。

Ⅲ、看護図書室に関するアンケート結果

次に、看護部の図井室が看護スタッフにどの

ように活用されているか、アンケート結果をも

とに紹介する。

アンケート配布：306名回収：246名

１．同収率：８０％

２．図ｉＩ:室の利用状況

アンケートに回答した70％のスタッフは図書

室を利用しており、その理由は研究を目的とす

るものが半数以上を占めていた。（図３．４．５）

３．広報活動グループ

広報活動グループは、「らいぶらりぃ」とい

う機関紙を年３回発行し、新刊図書紹介や、図

書室の利用状況をアンケート調査し、その結果

を紹介して図書室利用率を向上させるように努

力している。機関紙の作成は、自分達でテーマ

を選び、写真を撮ったり自分達で現場に行って

記事にする内容を考えたりしている。また、コ

ンピュータを使って手作りの機関紙を作成して

いる。（図２）
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図書室を利用しない理由は、「病棟図書で間

に合っている」が一番多かったが、次いで「図

書室の入り方がわからない」が多かったのには

意外だった。医局と同じ入り口であり、ロック

されていることで暗証番号などの周知や図書室

のアピールが必要かと思われる。その他の自由

回答には「自分で買っている」「業務疲れ」「時

間が取れない」などであった。「本に興味がな

い」と回答したのは何と０名で、図書委員とし

てはホッとした。

個人学習での利用率が少ないのは希望図書の

不足や個人での購入が考えられる。（図６）
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３．ｉＭａｃの利用状況について

８０％のスタッフが看護部の図書室にiMacが

あるのを知っているが、実際利用したことがあ

るのはその半数以下であった。操作手順がある

のを知っているのも半数程度であり、利用度数

が増えるように働きかける必要がある。

Ⅳ・むすび

当院の図書室司書の小田中さんには、図書整

理の方法や文献検索の方法、コンピュータの使

用方法などいろんな事を教えていただき、委員

会活動に協力してもらっている。今後も政策医

療に促した図書の整備と、看護研究に役立つ図

書室であるように活動していきたい。また、図

書室利用率の向上に向けてＰＲ活動も強化して

いきたい。
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